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『
人
間
拡
張
の
原
理
＊
メ
デ
ィ
ア
の
理
解
』（
一
九
六
七
／
竹
内
書
店
）。
メ

デ
ィ
ア
論
で
有
名
な
カ
ナ
ダ
の
文
学
者
マ
ー
シ
ャ
ル
・
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
の
主

著
『U

nderstanding M
edia: The Extensions of M

an

』（
一
九
六
四
）

の
初
訳
本
は
、
メ
イ
ン
と
サ
ブ
の
タ
イ
ト
ル
の
順
番
が
原
題
と
は
逆
に
な
っ

て
い
た
。
当
時
は
「
メ
デ
ィ
ア
」
と
い
う
言
葉
が
ま
だ
一
般
的
で
な
か
っ
た

た
め
に
、
邦
題
で
は
サ
ブ
を
先
に
し
た
と
い
う
。
こ
の
本
は
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

に
な
っ
た
も
の
の
版
元
は
倒
産
し
、
そ
の
後
一
九
八
七
年
に
『
メ
デ
ィ
ア
論

―
人
間
の
拡
張
の
諸
相
』（
み
す
ず
書
房
）
と
い
う
題
で
改
訳
さ
れ
た
。

現
在
で
は
メ
デ
ィ
ア
と
い
う
言
葉
も
定
着
し
、
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
を
論
じ
る

際
に
は
新
訳
が
引
用
さ
れ
、
タ
イ
ト
ル
に
あ
る
「
人
間
の
拡
張
」
と
い
う
言

葉
は
理
解
さ
れ
な
い
ま
ま
忘
れ
去
ら
れ
て
い
る
が
、
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
の
メ
デ

ィ
ア
の
定
義
は
、
ま
さ
に
人
間
の
身
体
や
感
覚
を
拡
張
す
る
、
言
葉
か
ら
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ま
で
の
す
べ
て
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
指
し
て

い
た
。

こ
の
定
義
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
も
の
で
は
な
く
、
文
化
人
類
学
者
の
エ
ド
ワ

ー
ド
・
T
・
ホ
ー
ル
が
『
沈
黙
の
こ
と
ば
』（
南
雲
堂
）
で
述
べ
て
い
る
「
今

日
、
人
間
は
か
つ
て
自
分
の
身
体
で
行
っ
て
い
た
作
業
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て

人類は、地球に誕生してからというもの、常に拡張し続けてきたと言っても
過言ではない。だが、テクノロジーの急速な発達によって、

これまでとは異なる概念の拡張が次々に生まれ、現実のものとなりつつある現在、
我々は人間拡張について、あらためて考えてみる必要があるのではないか。

そのためにも、人間拡張の歴史を振り返ってみるところから始めてみようと思う。

服部 桂
（ジャーナリスト）

人間拡張の原理を超えて
メディアの歴史から読む未来

イントロ ダ ク ショ ン

を
拡
張
す
る
技
術
を
開
発
し
た
。
武

器
の
発
達
は
歯
と
拳
骨
か
ら
は
じ
ま

っ
て
原
子
爆
弾
で
終
わ
る
。
着
物
と

家
屋
は
人
間
の
生
理
的
な
体
温
調
節

機
構
の
拡
張
で
あ
っ
た
。
家
具
は
地

面
に
し
ゃ
が
み
こ
む
動
作
に
か
わ
っ

た
。
電
気
器
具
、
双
眼
鏡
、
テ
レ
ビ
、

『メディア論―人間の拡張の諸相』
マーシャル・マクルーハン著
（みすず書房）

1900年のパリ万国博覧会のためにフランスで制作された2000年の世界を描いたイラスト。
「A reproduction of the early 20th century」Jean Marc Cote

こ
の
続
き
は
本
誌
で
ど
う
ぞ
！


